










要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の発症頻度、発症月齢、発症時期、発症時刻などの疫学的

調査を目的として総務庁の許可を得て愛知県下42保健所を対象に1987年から1990年の4

年間の死亡小票による調査を行った。4年間の 1歳未満の総死亡例 1321例を厚生省研究班

による SIDS の定義に基づいた名市大プロジェクト委員会の定義に従って死亡原因別に分

類し、このうちSIDSの診断の対象となる生後7日以上1歳未満の778例について検討した。

778 例中 SIDS は 218 例(28.0%)と生後 7 日以上 1 歳未満の死亡原因の第 1 位であった。こ

れを生後 1ヵ月以上 1歳未満の 583 例で検討してみると SIDS は 212 例(36.4%)とさらに大

きな位置を占めており、アメリカからの報告と類似した結果であった。また、出生 1000

人に対する SIDS の発症頻度は 1987 年が 0.69,1988年が O,66,1989 年が 0.77 であった。ま

た、死亡小票に記載されている死亡主因病名を検討したところ、窒息、急性心不全、など

別の診断名のついている例が 218 例中 141 例(64.7%）を占めていた。 


